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Weｂアクセシビリティへの対応について
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WEBアクセシビリティ対応について

 当事者、支援者、一般住民といったあらゆる主体がハザードマップの記載情報（「情
報・学習面」「地図面」）を支障なく利用できるよう留意することが必要。

 Webサイトによる情報提供の場合、住所検索や音声読み上げ機能など、利用者の特
性や事情等に応じて比較的きめ細かに対応できる素地がある。
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情報・学習面地図面

引用：「名古屋市総合排水計画」
https://www.city.nagoya.jp/ryokuseidoboku/cmsfiles/contents/0000116/116893/ikkatu.pdf

リスクを知る 水害を知る 対応を知る

引用：「橿原市洪水ハザードマップ」
https://www.city.kashihara.nara.jp/documents/61161eb565909e5756790b9e

引用：「下関市洪水ハザードマップ」
https://www.city.shimonoseki.lg.jp/uploaded/attachment/10721.pdf



WEBアクセシビリティ対応について

 WEBアクセシビリティの品質を確保する際の拠り所として、JIS X 8341-3があり大きく４
つに区分されている。

1. 『知覚可能』 ：ユーザーが自分の感覚の1つ以上を使用して何らかの方法でそれを知覚でき
なければならない
(例えば）
• 音声読み上げを行った際に正しく認知できるような配慮 など
（「リンク先はこちら」では、視覚障害者には伝わらない）

2. 『操作可能』 ：容易に操作できなければならない
(例えば）
• 障害者は、マウスを使用できないことも多いため、キーボードだけでも操作ができるよう
な対応 など

3. 『理解可能』 ：情報内容や操作画面などが容易に理解可能でなければならない
(例えば）
• 情報内容が容易に理解できるようにやさしい日本語による対応 など

4. 『堅ろう（堅牢）』 ：技術の進歩に応じてコンテンツにアクセスできなければならない
(例えば）
• パソコンやスマートフォンなど様々なデバイスでレイアウトが崩れないような対応 など
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事例１

京都市ホームページ「京都市情報館」の事例

【特徴】
・京都市のホームページ「京都市情報館」は，あらゆる利用者のニーズに沿った，迅速かつ豊富
な市政情報の提供を行うとともに，だれにでも使いやすく分かりやすいホームページを目指し作
成されている。
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・やさしい日本語対応を実施している。

・リンク先を正確に音声による読み上
げが可能。

・小さい文字が見にくい方のために，
文字を自由に拡大して見ることがで
きるようにしている。また、文字が読
みやすいように，文字の色と背景色
の組み合わせなどを考慮している。

・JIS X 8341-3:2016の適合レベル
AAAに一部準拠している。

引用：「京都市情報館」
https://www.city.kyoto.lg.jp/sogo/page/0000250837.html



事例2

江戸川区ホームページ「区役所へのアクセス」の事例
（地図を言葉で示している事例）
【特徴】
・江戸川区のホームページでは，区役所までのアクセスを、「ことばの道案内」として、様々なルー
トを音声で確認できるように対応している。なお、NPO法人の協力・支援により実施している。
・ JIS X 8341-3:2016の適合レベルAAに準拠している。
・

引用：「江戸川区ホームページ」
https://www.city.edogawa.tokyo.jp/e004/kuseijoho/gaiyo/shisetsuguide/bunya/kuyakusho/kuyakusho/access.html 5


